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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年4月15日(2010.4.15)

【公開番号】特開2010-26501(P2010-26501A)
【公開日】平成22年2月4日(2010.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2010-005
【出願番号】特願2009-116176(P2009-116176)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０１Ｚ
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ５５６　

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月25日(2010.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子写真画像形成装置の本体に取り外し可能に装着されるカートリッジにおいて、
　現像剤を収容する現像剤収容部と、
　前記現像剤収容部に収容されている現像剤を用いて、電子写真感光体ドラムに形成され
た静電潜像を現像するための現像ローラと、
　前記現像ローラの長手方向に沿って設けられているカートリッジ枠体と、
　前記カートリッジ枠体の長手方向一端側に設けられ、且つ、前記現像ローラの長手方向
一端側に設けられた現像ローラ軸部を支持する軸受部材と、
　前記カートリッジが前記本体に装着された状態で、前記本体から前記現像ローラを回転
するための回転力を受ける回転力受け部材と、
　　前記カートリッジ枠体の前記長手方向において、前記軸受部材の外側に設けられたサ
イドカバーと、
　前記軸受部材を前記カートリッジ枠体に取り付けるために、前記軸受部材を前記カート
リッジ枠体に締結している第１の締結部材であって、前記カートリッジ枠体の前記長手方
向において前記サイドカバーの外側から締結することができる第１の締結部材と、
　前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に取り付けるために、前記サイドカバーを前
記カートリッジ枠体に締結している第２の締結部材と、
　を有することを特徴とするカートリッジ。
【請求項２】
　前記第１の締結部材は、第１のネジであって、前記第１のネジは、前記サイドカバーに
設けられた穴から前記軸受部材に設けられた貫通穴を通過して、前記カートリッジ枠体に
設けられた締結部に達して、且つ、前記穴から進入する工具によって締結ざれることを特
徴とする請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項３】
　前記回転力受け部材はカップリング部材であり、更に、内側に前記カップリング部材の
一端側を可動状態で取り付けられている円筒部材であって、前記円筒部材の内側に設けら
れた、前記カップリング部材が前記本体から受けた回転力を受ける円筒側力受け部と、前
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記円筒部材の外側周面に設けられている、前記円筒側力受け部が受けた前記回転力を前記
現像ローラに伝達するための第１のギアとを有する円筒部材と、前記現像ローラ軸部に設
けられた、前記カップリング部材が前記本体から受けた回転力を前記現像ローラに伝達す
るための第２のギアと、を有し、前記カートリッジが前記本体に装着された状態で、前記
本体に設けられた本体駆動軸からの回転力が前記カップリング部材、前記円筒部材、前記
第１のギア、及び、前記第２のギアを介して前記現像ローラに伝達されて前記現像ローラ
を回転することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のカートリッジ。
【請求項４】
　更に、前記サイドカバーには弾性部材と、且つ、前記弾性部材の弾性力によって傾斜す
る前記回転力受け部材としてのカップリング部材の傾斜を規制する傾斜規制部が設けられ
ており、前記第２の締結部材としての第２のネジによって前記サイドカバーを前記カート
リッジ枠体に取り付ける際に、前記カップリング部材は前記サイドカバーと一体で前記カ
ートリッジ枠体に取り付けられることを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れか一つに
記載のカートリッジ。
【請求項５】
　電子写真画像形成装置の本体に取り外し可能に装着されるカートリッジにおいて、
　現像剤を収容する現像剤収容部と、
　前記現像剤収容部に収容されている現像剤を用いて、電子写真感光体ドラムに形成され
た静電潜像を現像するための現像ローラと、
　前記現像ローラに前記現像剤を供給する現像剤供給ローラと、
　前記カートリッジが前記本体に装着された状態で、前記現像ローラを回転するための回
転力を前記本体から受けるためのカップリング部材と、
　前記現像ローラの長手方向に沿って設けられているカートリッジ枠体と、
　前記カートリッジ枠体の長手方向一端側に設けられた、前記現像ローラの長手方向一端
側に設けられた現像ローラ軸部を支持する、且つ、前記現像剤供給ローラの長手方向一端
側に設けられた現像剤供給ローラ軸部を支持する第１の軸受部材と、
　前記カートリッジ枠体の長手方向他端側に設けられた、前記現像ローラの長手方向他端
側に設けられた現像ローラ軸部を支持する、且つ、前記現像剤供給ローラの長手方向他端
側に設けられた現像剤供給ローラ軸部を支持する第２の軸受部材と、
　　前記カートリッジ枠体の前記長手方向一端側であって前記第１の軸受部材との間でも
って、前記カップリング部材が前記本体から受けた回転力を前記現像ローラに伝達するた
めのギアを覆っているサイドカバーと、
　前記第１の軸受部材を前記カートリッジ枠体に取り付けるために、前記第１の軸受部材
を前記カートリッジ枠体に締結している第１のネジであって、前記カートリッジ枠体の前
記長手方向において前記サイドカバーの外側から前記サイドカバーに設けられた穴を介し
て締結している第１のネジと、
　前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に取り付けるために、前記サイドカバーを前
記カートリッジ枠体に締結している第２のネジと、
　前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に取り付けるために、前記サイドカバーを前
記第１の軸受部材と共に前記カートリッジ枠体に締結している第３のネジと、
　前記第２の軸受部材を前記カートリッジ枠体に取り付けるために、前記第２の軸受部材
を前記カートリッジ枠体に締結している第４のネジと、
　前記第２の軸受部材を前記カートリッジ枠体に取り付けるために、前記第２の軸受部材
を前記カートリッジ枠体に締結している第５のネジと、
　を有することを特徴とするカートリッジ。
【請求項６】
　更に、内側に前記カップリング部材の一端側を可動状態で取り付けられている円筒部材
であって、前記円筒部材の内側に設けられた、前記カップリング部材が前記本体から受け
た回転力を受ける円筒側力受け部と、前記円筒部材の外側周面に設けられている、前記円
筒側力受け部が受けた前記回転力を前記現像ローラに伝達するための第１のギアとを有す
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る円筒部材と、前記現像ローラ軸部に設けられた第２のギアと、を有し、前記カートリッ
ジが前記本体に装着された状態で、前記本体に設けられた本体駆動軸からの回転力が前記
カップリング部材、前記円筒部材、前記第１のギア、及び、前記第２のギアを介して前記
現像ローラに伝達されて前記現像ローラを回転することを特徴とする請求項５に記載のカ
ートリッジ。
【請求項７】
　更に、前記サイドカバーには弾性部材と、且つ、前記弾性部材の弾性力によって傾斜す
る前記カップリング部材の傾斜を規制する傾斜規制部が設けられており、前記第２のネジ
及び前記第３のネジによって前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に取り付ける際に
、前記カップリング部材は前記サイドカバーと一体で前記カートリッジ枠体に取り付けら
れることを特徴とする請求項５又は請求項６に記載のカートリッジ。
【請求項８】
　現像剤を収容する現像剤収容部と、
　前記現像剤収容部に収容されている現像剤を用いて、電子写真感光体ドラムに形成され
た静電潜像を現像するための現像ローラと、
　カートリッジが電子写真画像形成装置の本体に装着された状態で、前記現像ローラを回
転するための回転力を前記本体から受けるためのカップリング部材と、
　前記現像ローラの長手方向に沿って設けられているカートリッジ枠体と、
　前記カートリッジ枠体の長手方向一端側に設けられ、且つ、前記現像ローラの長手方向
一端側に設けられた現像ローラ軸部を支持する軸受部材と、
　前記カートリッジ枠体の前記長手方向一端側であって前記軸受部材との間に、前記カッ
プリング部材が前記本体から受けた回転力を前記現像ローラに伝達するためのギアを覆っ
ているサイドカバーと、を有して、前記本体に取り外し可能に装着される前記カートリッ
ジの組立て方法であって、
　前記軸受部材を前記カートリッジ枠体に取り付けるために、第１のネジによって、前記
カートリッジ枠体の前記長手方向において前記サイドカバーの外側から、前記軸受部材を
前記カートリッジ枠体に締結し、
　前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に取り付けるために、第２のネジによって、
前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に締結し、
　前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に取り付けるために、第３のネジによって、
前記サイドカバーを前記軸受部材と共に前記カートリッジ枠体に締結することを特徴とす
るカートリッジの組立て方法。
【請求項９】
　更に、前記サイドカバーには弾性部材と、且つ、前記弾性部材の弾性力によって傾斜す
る前記カップリング部材の傾斜を規制する傾斜規制部が設けられており、前記第２のネジ
及び前記第３のネジによって前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に取り付ける際に
、前記カップリング部材は前記サイドカバーと一体で前記カートリッジ枠体に取り付けら
れることを特徴とする請求項８に記載のカートリッジの組立て方法。
【請求項１０】
　現像剤を収容する現像剤収容部と、
　前記現像剤収容部に収容されている現像剤を用いて、電子写真感光体ドラムに形成され
た静電潜像を現像するための現像ローラと、
　前記現像ローラに前記現像剤を供給する現像剤供給ローラと、
　カートリッジが電子写真画像形成装置の本体に装着された状態で、前記現像ローラを回
転するための回転力を前記本体から受けるためのカップリング部材と、
　前記現像ローラの長手方向に沿って設けられているカートリッジ枠体と、
　前記カートリッジ枠体の長手方向一端側に設けられた、前記現像ローラの長手方向一端
側に設けられた現像ローラ軸部を支持する、且つ、前記現像剤供給ローラの長手方向一端
側に設けられた現像剤供給ローラ軸部を支持する第１の軸受部材と、
　前記カートリッジ枠体の長手方向他端側に設けられた、前記現像ローラの長手方向他端
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側に設けられた現像ローラ軸部を支持する、且つ、前記現像剤供給ローラの長手方向他端
側に設けられた現像剤供給ローラ軸部を支持する第２の軸受部材と、
　前記カートリッジ枠体の前記長手方向一端側であって前記第１の軸受部材との間に、前
記カップリング部材をカップリング部材が前記本体から受けた回転力を前記現像ローラに
伝達するためのギアを覆っているサイドカバーと、を有して、前記本体に取り外し可能に
装着される前記カートリッジの組立て方法であって、
　前記第１の軸受部材を前記カートリッジ枠体に取り付けるために、第１のネジによって
、前記カートリッジ枠体の前記長手方向においてサイドカバーの外側から前記サイドカバ
ーに設けられた穴を介して、前記第１の軸受部材を前記カートリッジ枠体に締結し、
　前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に取り付けるために、第２のネジによって、
前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に締結し、
　前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に取り付けるために、第３のネジによって、
前記サイドカバーを前記第１の軸受部材と共に前記カートリッジ枠体に締結し、
　前記第２の軸受部材を前記カートリッジ枠体に取り付けるために、第４のネジによって
、前記第２の軸受部材を前記カートリッジ枠体に締結し、
　前記第２の軸受部材を前記カートリッジ枠体に取り付けるために、第５のネジによって
、前記第２の軸受部材を前記カートリッジ枠体に締結することを特徴とするカートリッジ
の組立て方法。
【請求項１１】
　更に、前記サイドカバーには弾性部材と、且つ、前記弾性部材の弾性力によって傾斜す
る前記カップリング部材の傾斜を規制する傾斜規制部が設けられており、前記第２のネジ
及び前記第３のネジによって前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体に取り付ける際に
、前記カップリング部材は前記サイドカバーと一体で前記カートリッジ枠体に取り付けら
れることを特徴とする請求項１０に記載のカートリッジの組立て方法。
【請求項１２】
　現像剤を収容する現像剤収容部と、
　前記現像剤収容部に収容されている現像剤を用いて、電子写真感光体ドラムに形成され
た静電潜像を現像するための現像ローラと、
　カートリッジが電子写真画像形成装置の本体に装着された状態で、前記現像ローラを回
転するための回転力を前記本体から受けるためのカップリング部材と、
　前記現像ローラの長手方向に沿って設けられているカートリッジ枠体と、
　前記カートリッジ枠体の長手方向一端側に設けられ、且つ、前記現像ローラの長手方向
一端側に設けられた現像ローラ軸部を支持する軸受部材と、
　前記カートリッジ枠体の前記長手方向一端側であって前記軸受部材との間に前記カップ
リング部材が前記本体から受けた回転力を前記現像ローラに伝達するためのギアを覆って
いるサイドカバーと、を有して、前記本体に取り外し可能に装着される前記カートリッジ
の分解方法であって、
　前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体から取り外すために、第２のネジを解除する
工程と、
　前記軸受部材を前記カートリッジ枠体から取り外すために、前記カートリッジ枠体の前
記長手方向において前記サイドカバーの外側から、第１のネジを解除する工程と、　前記
サイドカバー及び前記軸受部材を前記カートリッジ枠体から取り外すために、第３のネジ
を解除する工程と、
　を有して、
　前記サイドカバー及び前記軸受部材を前記カートリッジ枠体から取り外すことを特徴と
するカートリッジの分解方法。
【請求項１３】
　更に、前記サイドカバーには弾性部材と、且つ、前記弾性部材の弾性力によって傾斜す
る前記カップリングの傾斜を規制する傾斜規制部が設けられており、前記第２のネジ及び
前記第３のネジを解除することによって前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体から取
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り外す際に、前記カップリング部材は前記サイドカバーと一体で前記カートリッジ枠体か
ら取り外されることを特徴とする請求項１２に記載のカートリッジの分解方法。
【請求項１４】
　現像剤を収容する現像剤収容部と、
　前記現像剤収容部に収容されている現像剤を用いて、電子写真感光体ドラムに形成され
た静電潜像を現像するための現像ローラと、
　前記現像ローラに前記現像剤を供給する現像剤供給ローラと、
　カートリッジが電子写真画像形成装置の本体に装着された状態で、前記現像ローラを回
転するための回転力を前記本体から受けるためのカップリング部材と、
　前記現像ローラの長手方向に沿って設けられているカートリッジ枠体と、
　前記カートリッジ枠体の長手方向一端側に設けられた、前記現像ローラの長手方向一端
側に設けられた現像ローラ軸部を支持する、且つ、前記現像剤供給ローラの長手方向一端
側に設けられた現像剤供給ローラ軸部を支持する第１の軸受部材と、
　前記カートリッジ枠体の長手方向他端側に設けられた、前記現像ローラの長手方向他端
側に設けられた現像ローラ軸部を支持する、且つ、前記現像剤供給ローラの長手方向他端
側に設けられた現像剤供給ローラ軸部を支持する第２の軸受部材と、
　前記カートリッジ枠体の長手方向一端側に設けられ、且つ、前記現像ローラの長手方向
一端側に設けられた現像ローラ軸部を支持する第１の軸受部材と、
　前記カートリッジ枠体の前記長手方向一端側であって前記第１の軸受部材との間に前記
カップリング部材が前記本体から受けた回転力を前記現像ローラに伝達するためのギアを
覆っているサイドカバーと、を有して、前記本体に取り外し可能に装着される前記カート
リッジの分解方法であって、
　前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体から取り外すために、第２のネジを解除する
工程と、
　前記第１の軸受部材を前記カートリッジ枠体から取り外すために、前記カートリッジ枠
体の前記長手方向において前記サイドカバーの外側から前記サイドカバーに設けられた穴
を介して、第１のネジを解除する工程と、
　前記サイドカバー及び前記第１の軸受部材を前記カートリッジ枠体から取り外すために
、第３のネジを解除する工程と、
　前記第２の軸受部材を前記カートリッジ枠体から取り外すために、第４のネジを解除す
る工程と、
　前記第２の軸受部材を前記カートリッジ枠体から取り外すために、第５のネジを解除す
る工程と、
　を有して、
　前記第１の軸受部材、前記第２の軸受部材、及び、前記サイドカバーを前記カートリッ
ジ枠体から取り外すことを特徴とするカートリッジの分解方法。
【請求項１５】
　更に、前記サイドカバーには弾性部材と、且つ、前記弾性部材の弾性力によって傾斜す
る前記カップリングの傾斜を規制する傾斜規制部が設けられており、前記第２のネジ及び
前記第３のネジによって前記サイドカバーを前記カートリッジ枠体から取り外す際に、前
記カップリング部材は前記サイドカバーと一体で前記カートリッジ枠体から取り外される
ことを特徴とする請求項１４に記載のカートリッジの分解方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
　次に、円筒部材１４７を軸受部材１３８とサイドカバー１５７との間に介在させて、サ
イドカバー１５７を枠体１１３に取り付ける（図１３（ｃ））。取り付ける際には、カッ
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プリング１５０が、サイドカバー１５７の開口部１５７ｊを通過し、軸受部材１３８とサ
イドカバー１５７とが接触する。ネジ２００ｂは、サイドカバー１５７の貫通穴１５７ｆ
、及び、軸受部材１３８の貫通穴１３８ｆを通過して、現像枠体１１３に設けられたネジ
締め部１１３ｄに取り付けられる（図２７（ａ））。これによって、ネジ２００ｂにより
、サイドカバー１５７、及び、軸受部材１３８は現像枠体１１３に対して共締めされる。
また、ネジ２００ａは、サイドカバー１５７の貫通穴１５７ｇを通過して、現像枠体１１
３のネジ締め部１１３ｇに取り付けられる（図２７（ａ））。これによって、ネジ２００
ａにより、サイドカバー１５７は、枠体１１３に固定される。また、ネジ２００ｃは、軸
受部材１３８の貫通穴１３８ｇを通過して、枠体１１３のネジ締め部１１３ｇに取り付け
られる（図２７（ａ））。これによって、ネジ２００ｃにより、軸受部材１３８は、枠体
１１３に固定される。また、ギア支持部１６０ａで円筒部材１４７を回転自在に支持する
。更に、抜け止め部１５７ａにより円筒部材１４７からカップリング１５０が外れるのを
防ぐ。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　ユーザがカバー１３を閉めると、図１４（ａ）に示したように、カバー１３に設けられ
た突起部１３ａが解除部材１９を反時計回りに回転させる。これによって、解除部材１９
は現像器係止部材（不図示）と接触しない位置に保持される。よって、インターロックＳ
ＷがＯＮの時は、必ずカートリッジＢ（Ｂ１～Ｂ４）全てがロックされた状態にある。そ
のため、カートリッジＢ（Ｂ１～Ｂ４）のロックが掛からないまま本体Ａの駆動が掛かる
というトラブルを確実に防ぐことができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　カートリッジＢの装着軌跡は、本体ガイド１７に沿って移動し、最終的にロータリＣに
装着される。このとき、図１５（ａ）に示すように、カートリッジＢの両端部に固定され
た軸受部材１３８、１３９の被ガイド部６０ａ、６１ａが本体ガイド１７の規制リブ１７
ａ、１７ｂ上にガイドされて移動する。そして、図１５（ａ）に示すように、カートリッ
ジＢが、ガイド１７からロータリＣ内に移動するときは、カートリッジＶの両端に設けら
れたガイド部６０ｂ、６１ｂの先端が、ロータリＣのガイド溝Ｃ２（図１５（ｂ））に係
合する。その状態で、ユーザが装着方向に力を加えることで、カートリッジＢをロータリ
Ｃ内に移動させ、正規位置である現像ローラの位置決め部（収容部１３０Ａ）まで到達可
能となる。本実施形態における位置決め部とは、両側に設けられた６０ａ、６１ａの外周
である。
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